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験
禁
と
特
来
へ
の
勃
謹
口
V

司
閏
隆
夫
民
ほ
か
七
十
九
引
γ
A
1

マ
佳
市
・
冊
目
尾
幸
子
さ
ん
(
幻
〕
一
以
上

〈
轍
紫
却
寵
と
余
殿
坤
落
V
、
猪
俣
一
人
。

あ
い
子
さ
ん
〈
訪
〉
〈
た
と
え
そ
れ
一
ー

が
夢
で
あ
っ
て
も
V
、
げ
比
率
美
民
一
戸

〈
詑
)
〈
就
職
能
の
わ
た
し
の
あ
ゆ
一

f

み

〉

“

?

レ

埋
葬
火
棉
を
と
わ
ず
、
辞
儀
に
は
埋
絡
所
が
わ
か
る
よ
ー
つ
に
。
お
か
委
d
ん
が
演
出
怖
に
加
ス
し
て
い
料
金
主
七
五
て
市
民
認
へ
お
伊
し
込

火
葬
許
可
が
必
要
で
す
。
市
民
諜
で
マ
用
意
す
る
も
む
・
死
亡
届
け
雷
1

る
場
合
、
動
産
褒
介
じ
て
一
万
円
を
み
く
だ
さ
い
。
客
席
は
十
七
人
。

手
続
表
記
お
と
り
く
だ
〕
届
け
出
人
の
印
、
そ
の
他
該
当
す
る
支
給
し
ま
す
e
埋
弾
の
は
あ
い
墓
地
窓
箆
揮
箆
平
援
市
民
自
住
活
の

さ

い

。

怠

棄

の

通

帳

、

震

樺

検

証

、

望

書

の

名

称

と

規

携

が

わ

か

る

よ

車

花

に

寄

与

す

る

こ

と

富

百

円
死
亡
纏

Z
Eた
富

恥

十

年

金

様

、

し

塚

、

み

と

り

妻

、

う

に

・

一

思

議

喜

久

経

費

}

万

五

百

HZU同
時

L
死

嘩

錨

両

手

喜

納

付

醤

マ

間

脅

す

る

も

り

え

童

話

、

以

下

と

す

る

議

で

す

@

死

亡

扇

け

亡

地

的

市

民

前

村

役

場

欝

蕩

轟

を

す

注目
uhu

欝
家
族
が
死
亡
し
た
と
き
れ
吋

は
本
籍
地
の
市
町
討
で
顎
魁
緩

死

Eた
主

は

一

湯

量

露

完

F白
か
ら
古
車
出
入
四
郎
、
震
源
入
者
は
盛
〈
戸
ざ
れ
ば
市
内
の
葬
儀
業
者
拍

車
覇
地
で
な
い
市
町
酔
民
臨
臥
内
に
、
死
援
が
あ
っ
た
掲
の
市
区
探
一
段
腕
需
用
紙
は
荷
役
所
か
市
白
持
ち
い
た
だ
く
市
民
時
四
眼
球

Z
R田町

村
で
死
一
亡
じ
た
と
言
で
は
欝
畷
麓
町
村
砂
場
へ
続
出
U

出
す
み
る
C
と
に
な
底
缶
百
同
事
務
窪
L
畠

P
ま
す
。
し
ま
す
。

一
一
週
必
事
で
す
。
留
保
加
入
者
に
は
っ
て
い
ま
す
。

ζ
の
爵
か
曹
は
挺
駈
火
務
機
館
開
制
は
市
民
は
無
料
。
な
お
、
〈

b
Lい
こ
と
は
、
市
民

罪
祭
費
五
千
内
を
支
給
し
ま
す
.
埋
四
か
月
以
後
の
死
援
に
つ
い
て
必
要
門
市
歯
震
啓
?
っ
一
車
}
口
一
利
用
の
場
課
出
品
口
で
お
鑓
き
く
だ
さ
い
.

評
の
場
合
は
塞
勉
{
寺
〉
の
名
郡
と
で
す
。
属
げ
曹
は
一
遇
。
合
は
、
死
亡
死
語
扇
仔
を
出
す
と
き

，選挙
(22) 
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工
事
寺
喝
事

警
諒
盟
六
計
年
金
時

陣一は

λ

j
パ
j
曽
一
の

市
議
・
空
会
議
主
喜
重
-
早
川
、
西
村
宝
石
底
、
(
株
)
ヤ
マ
ト
司
朗
読
主
に
主
っ
と
、
高
犬
の

長
接
援
也
、
昭
和
四
十
町
出
年
度
平
塚
一
靴
底
マ
努
力
関
・
(
揖
)
湖
南
鴻

uzι
時
収
容
を
次
回
日
程
で
巡
回
す
る
e

鼠
舗
装
飾
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
十
二
月
一
〈
揖
)
高
梨
津
線
語
、
(
揖
)
靴
の
片
一
飼
い
主
の
方
は
、
い
ら
な
ξ
な
っ
た

百
の
審
査
で
、

A
地
区
が
〈
掛
)
茶
一
山
、
(
有
)
臼
題
、
(
有
)
マ
ロ
ニ
エ
一
成
犬
や
存
犬
君
、
全
国
閉
じ
つ
れ
て
ト
き
て

山商品安定、

B
地
肢
が
ス
ー
パ
ー
曽
設
一
(
合
)
相
原
高
月
間
関
由
、
(
有
」
フ
タ
ス
ケ
一
ほ
し
い
。
な
お
、
印
銃
が
必
要
に
な

U

患
が
そ
れ
ぞ
れ
、
襲
警
警
し
一
円
沼
地
区
マ
鐙
秀
賞
・
ス
ー
パ
ー
陸
一
る
。

2自
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、

A
喜
一
君
臨
マ
襲
賞
・
み
ど
ネ
マ
佳
良
一
芸
品
号
車
翼
民
館
(
日
時

一
十
語
、
長
十
九
屈
が
書
埼
玉
・

5
白

書

、

あ

だ

こ

ん

時

5
8
、
真
土
公
民
館
(
国

震
の
醗
列
・
採
光
点
出
・
・
章
一
マ
努
員
・
(
有
)
鶴
崎
一
ア
ジ
オ
倍
、
一
時
立
3
m時
的

)

、

重

量

鐙

放

行

に

四

百

人

長
選
震
な
ど
を
察
官
書
し
た
一
幕
童
、
奈
美
宴
、
(
有
)
寿
一
〈
日
翼
手
刊
誌
念
、
自
霊
塁
塁
支
部
の
恒
例
霊
と
一
臨

む

の

。

一

屋

一

斉

堂

、

は

品

約

書

一

之

宮

公

民

総

円

以

堅

守

刊

誌

な

っ

て

い

る

施

設

見

学

会

民

主

月

一

一

れ
下
順
位
援
の
と
お
U
、

一

一

小

用

犬

の

定

一

合

八

襲

民

飽

食

器

分

占

一

一

十

一

回

室

、

パ

ス

九

台

を

Z
一
一
団

交

霊

守

護

手

憲

議

一

;

一

時

日

台

、

松

守

司

、

民

館

(

ロ

ヤ

ね

ず

¥

多

一

睡

抑

敏

か

ら

量

山

、

相

模

一

国

言

語

良

質

・

震

の

ミ

フ

ジ

一

時

巡

回

収

容

一

刊

将

兵

v
、
都
公
民
総
(
日
時
期
の
コ
ー
ス
量
て
ま
わ
っ
た
。
一
富

喜
重
喜
マ
量
竿
(
楳
)
平
襲
警
護
、
野
犬
の
い
な
い
即
日
分
主
話
会
、
菜
八
〈
民
館
市
民
義
市
民
認
で
は
、
昨
年
の
誠
一

'
l
f
}
!
寸

l
l
J
H
H
U
H
H行
日
日
制
M
M
H
H
M
M
M
H
H
H引
H
M
H
H
N
n
u口
H
H
U
H刊
行
口
付
U
M
H
H刊
行
行
口
白
川
口
付
U
H
N刊
行

H
H
U
U
H
H
Mれ
れ
れ
h

H
口
U
M
M
M
H
N
U
N
μ
H
H
H
U
N
N
U
H
H
N
H
U
N
M
M幻
u
u
u
u刊
行
n
u
u
u口
れ
H
H
H
H
U

“nH

陣
容
器
の
た
め
の
事
金
瞳
九
夜
、
有
志
か
ら
れ
る
が
、
主
符
的
な
募
金
万
法
命
の
務
力
を
桜
田
っ
た
。
そ
の
努
力

ζ
よ
し
の
杭
、
第
十
八
街
全
国
軍
聞

の
が
た
が
た
で
務
婚
さ
れ
た
。
は
そ
の
例
が
少
な
い
よ
3
F
3

が
報
い
ら
れ
、
十
月
八
円
に
海
上
保
年
大
会
に
、
県
代
費

brCて
出
場
し

新

税

務

社

(

し

ん

か

い

じ

ゅ

し

×

安

庁

か

h
航
路
標
識
の
設
資
・
暫
翠
た
日
以
塚
の
一
環
手
た
ち
か
、
明
子
パ
レ
た
需
は
今
ま
で
に
ご
回
出
埼
ハ
第
十

3
室
、
重
量
に
制
作
を
お
梅
南
大
橋
罰
的
の
た
も
と
に
た
の
日
可
を
、
十
三
十
九
百
に
霊

1
ポ
1
ん
で
露
し
セ
し
か
も
艶
羽
田
鐙
勝
、
第
十
六
回
準
優
勝
)
し

額
い
し
た
と
ζ
ろ
;

ζ

の
た
め
、
つ
航
究
灯
台
の
、
灯
が
消
さ
お
れ
た
の
省
航
控
局
か
ら
、
間
有
財
産
借
り
径
一
向
戦
か
b
決
勝
戦
ま
で
、
五
郎
の
て
い
る
。

こ
と
L
の
H
問
問
出
品
在
犠
牲
に
き
れ
に
お
気
づ
き
の
市
民
は
多
い
だ
ろ
け
の
わ
司
を
得
た
。
試
合
に
、
一
セ
ア
ド
も
落
と
さ
ず
に
坪
援
が
バ
レ
ー
に
強
み
を
発
揮
し

お
ほ
ど
打
ち
ζ
ん
で
制
作
に
当
た
ら
う
。
昭
和
八
年
十
一
月
に
、
東
京
大
十
二
月
一
日
江
径
二
時
半
、
現
地
先
生
理
勝
芋
叫
L
P仔
F信
撲
を
た
て
い
る
の
は
、
第
一
に
見
附
山
口
部
宵

れ
た
L
f若
い
て
、
心
在
刀
た
れ
た
@
阪
闘
の
航
空
路
が
開
設
さ
れ
、
そ
の
に
関
係
者
が
集
ま
白
、
点
灯
式
九
げ
に
た
ー
へ
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
舘
の
施
設
が
あ
る
ζ
と
、
つ
吉
に
よ

市
庁
舎
認
偲
ヘ
白
亜
の
母
子
操
安
全
飛
符
の
た
め
い
語
壁
吉
れ
た
e

な
い
、
わ
た
〈
し
が
ス
イ
タ
チ
が
ス
潤
び
た
い
。
き
品
問
単
者
に
宙
服
ま
わ
て
い
る
ζ
と
が

や
高
べ
早
十
五
ぶ
(
喜
二
十
九
り
の
点
た
@
半
年
以
下
も
受
て
い
た
慌
こ
の
出
向
年
大
吉
川
喜
代
衰
の
挙
げ
P
れ
る
と
田
口
ぅ
。
関
子
チ
ー
ム

や

警

の

真

相

才

訴

さ

ん

、

李

チ

一い

手

語

れ

向

山

山

軒

目

的

日

当

鵠

肘

鵬

覇

者

が

心

喜

わ

せ

て

、

勤

め

宗

の

一

一

叫

績

を

練

習

に

は

仔

ん

だ

た

ま

も

の

で

毅

た

述

雪

の

だ

い
吾
ム
汁
鈎
膏
年
大
会
は
、
一
ベ
ん
出
場

感

抑

制

し

?

選

手

は

次

回

か

ち

出

湯

で

塁

に

ぷ

い

制

問

仁

な

っ

て

い

る

。

制
的
将
来
の
一
平
塚
を
に
な
う
心
身
と
も

に
ゆ
に
健
器
用
な
勤
労
青
年
の
育
成
の
た
め

判
明
一
に
、
富
で
も
宇
和
れ
な
屋
内
部
育
館

月
式

か
灯

8
点

さ
吉
に
名
誉
市
民
の
都
品
勺
を
出
繕

さ
れ
た
相
内
野
一
郎
、
比
金
総
張
問
先

生
開
門
彰
my制
融
在
、
叶
展
会
員
中
村

青
州
出
馬
L
制
伴
在
委
嘱
し
た
吻
等
身

大
の
ブ
ロ
ン
ズ
慢
が
完
成
、
市
庁
舎

一昨問中山
1
ん

に

設

置

し

た

。

故

人

住

占

…

宰

つ

つ

し

の

見

事

な

で

き

ば

え

で

あ

〈

〉

中

で

き

な

い

施

設

で

あ

る

と

い

う

縫

倍

。

十

一

月

↓

七

封

、

腕

慢

除

幕

式

全

か

渓

め

ゐ

も

の

間

に

あ

る

。

事

{VUた。
ζ
れ
か
ら
は
、
市
庁
舎
が
、
十
月
十
U
に
、
鍛
え
つ
け
ら
れ
光
が
み
え
る
性
婦
を
も
っ
て
い
た
。
九
む
の
、
航
路
穣
議
「
須
賀
灯
台
L

や
意
見
発
表
走
行
本
フ
祭
典
で
あ
二
十
年
の
長
期
展
要
に
た
つ
平
塚

に
出
号
さ
れ
る
市
民
の
言
え
た
@
ぷ
身
撃
者
に
あ
な
た
の
治
航
空
灯
台
は
、
同
時
に
相
模
竺
に
衣
が
え
し
て
再
定
が
は
い
白
、

L
O

前
後
一
円
開
発
計
画
の
警
が
終
わ
つ

が
、
向
先
空
白
風
貌
〔
ぼ
う
)
に
接
荷
主
a
と
欝
か
れ
た
石
と
に
、
お
金
帯
の
漁
船
や
航
行
の
船
舶
に
も
よ
さ
}
向
感
滋
む
拍
正
!
?
を
お
く
つ
た
。
と
と
し
は
十
一
月
八
日
か
ら
十
一
て
、
多
訴
A

自
の
符
申
告
グ
再
開
て
、
市
議

し
て
敬
仰
の
開
在
一
そ
で
が
れ
る
こ
と
を
ス
れ
る
口
金
が
取
D
つ
け
h
れ
た
陪
標
と
な
っ
て
い
た
が
、
ジ
ェ
ッ
ト
相
模
持
一
帯
の
海
上
生
活
者
の
安
日
ま
で
、
東
京
国
立
競
技
場
空
中
心
企
の
議
掛
か
行
な
わ
れ
て
、

ζ
れ
が

一

で

争

心

つ

。

惇

て

あ

JZ、
わ
た
く
し
は
こ
れ
を
機
時
代
と
な
っ
た
今
日
で
ほ
必
要
位
奈
川
叫
慌
の
た
め
の
鉱
路
標
識
で
あ
る
「
治
か
れ
た
1

平
塚
が
県
代
表
宇
レ
図
利
郎
十
五
存
度
が
ら
実
施
さ
れ
る

一

X

「
ぎ
の
草
盤
と
命
名
レ
た

e
Zな
わ
れ
、
撤
去
さ
れ
る
運
命
と
か
ら
、
践
で
管
理
し
て
も
ら
う
か
、
返
却
し
十
承
認
、
警
の
部
で
と
と
と
な
る
が
、
と
の
豊
富
の

…
市
内
の
語
小
売
関
連
合
合
同
、
詮
器
十
月
に
三
千
七
百
九
十
九
な
っ
た
の
で
あ
る
。
市
が
助
成
を
担
問
て
管
掃
引
す
る
か
、
巨
玄
十
ぜ
砲
丸
投
の
有
一
川
あ
い
ま
口
ん
!
な
か
札
、
総
合
理
協
議
室
担
あ
げ

)
毎
年
、
年
末
年
践
に
得
意
先
に
配
る

m
円
、
十
一
月
に
八
百
↑
一
千
四
円
と
、
と
の
情
報
を
一
得
た
わ
た
〈
し
主
主
義
重
で
あ
る
が
、
広
告
バ
レ
1
日
ょ
に
号
王
女
子
主
主
義
高
毒
び
に
な
っ
て
い

一
品
物
控
廓
し
て
、
そ
の
金
五
掛
か
r
て
っ
思
い
の
ほ
か
多
〈
の
金
額
が
寄
せ
ら
は
、
漁
業
関
係
者
と
と
も
に
立
ち
あ
わ
た
る
問
題
戸
市

ur来
の
骨
湿
が
望

1
ム
。
芸
能
交
化
の
部
で
美
樹
展
に
墨
。

出
〈
わ
散
育
や
梢
防
や
福
祉
車
業
に
掛
れ
な
と
れ
が
管
還
に
当
た
る
市
役
が
久
遡
輸
省
や
海
上
離
安
庁
に
腕
宇
し
い
と
考
与
え
て
い
る
。
品
物
λ
れ
吃
副
長
L
ち
一
一
暫
智
子
寄
(
額
和
田
向
芸
、

C

Z

付
京
て
苦
た
で
と

t慰
安
全
福
詰
宝
石
に
有
効
な
霊
が
は
努
ご
ち
ウ
げ
、
そ
の
存
続
に
懸

X

ん
(
佳
作
入
選
〉
で
あ
っ
た
。

災

市
消
防
京
協
は
、
+
二
月
一
日
午
よ
白
、
殿
患
の
日
開
宇
一
フ
と
な
り
阪
大

前
九
時
、
駅
前
の
桶
悼
デ
パ
ー
ト
に
の
危
機
に
出
国
し
た
が
貴
笠
付
舟
の
答

火
重
量
想
定
、
問
デ
パ
ー
ト
の
は
、
議
員
の
底
的
な
指
示
で
隣
接

従
芸
員
と
混
雑
す
る
買
い
物
客
重
別
釈
前
活
へ
の
連
精
通
路
を
有
効
に
利

象
に
消
紛
訓
縁
由
民
付
な
っ
た
ι

田
吋
遊
維
に
成
功
し
た
が
、
土
麗
階

当
日
、
秋
物
大
棚
さ
ら
へ
、
売
出
で
は
救
助
を
求
め
る
鞍
名
の
潜
が
認

6
 

し
期
間
中
の
た
均
百
円
に
は
穴
く
め
ら
れ
る
な
ど
交
響
景
に
、
救
助
隊

さ
ん
の
橋
戸
笥
特
に
揖
弐
か
多
く
は
、
ピ
ル
内
部
の
人
命
検
需
F
救
助

活
婚
を
き
わ
め
で
お
D
、
六
階
大
賞
活
動
を
開
始
、
}
方
消
防
滋
陥
聞
は
立

堂
付
点
か
ら
火
災
発
佳
、
お
D
か
ら
拡
仇
焚
防
さ
よ
、
停
戦
部
緑
と
樫
頃

日
↓
定
時
の
た
め
柑
員
状
閣
の
活
内
は
な
消
火
活
動
を
展
開
し
た
。
執
の
火

線
鮮
喜
一
に
大
混
乱
と
な
っ
た
ι
ど
ん
災
予
防
運
動
の
啓
発
に
一
役
買
っ
た

火
災
の
特
散
で
あ
る
煙
の
苅
叫
に
ど
ん
公
災
白
消
防
訓
諌
だ
っ
た
。

? 

'
晶
、
山
山
間
山
購
詞
盤
、
潤
野
潟
産
晶
画

(56v窃〉

門
口
語
守
口
時
間
山
分
〉
ヶ
日
空
L
つ
づ
い
て
、

ζ
の
施
設
見
学
一
石
仁
な
っ
た
と
い
っ
て
い
る
.

マ
ロ
月
間
日
・
方
旧
公
民
館
免
時
3
一
企
か
大
成
功
に
終
れ
る
こ
と
が
で
き
、
一
あ
な
に
も
ぜ
ひ
、

凶
時
5
分
)
、
中
原
公
民
館
(
同
時
一
間
通
運
磁
の
大
言
な
焼
り
あ
が
り
d

の
布
一
し
て
く
だ
さ
い
む

お
分
t
3
刊
時
間
分
〉
、
思
自
公
民
館
一

(
四
時
お
分
}
刊
時
加
分
V

、
捧
尚
一

公
民
福
(
刊
時
刊
分
3
日
時
日
合
一

z

，

関
崎
《
民
館
〈
日
時
弱
分
i
n持
)
一
院
事

金
沼
会
民
館
(
口
時
四
分
3
日
時
見
一
斑

分
)
、
金
同
公
民
館
(
H
U

時
間
山
分
3
一
江
H
F

H
一
吹
田
分
V

、
土
屋
公
民
銀
〈
H
U

隊
一
白
日

相
分
i
u時
給
分

U

4

5

霞

連

協

会

パ

ス

時

.12J吉川罰‘須童公民館、職員独

身寮 (1日夕陽ケ丘母子寮〉

令 12月198・言言士見会員長官、諏訪

町会館、花水町内会館

φ時鶴・午前 9符 301子~午後4時

常務涯

31-0005 ~善延長
31-4527 富士見班長

21一田10 松原液長
22ーの279 洛班長

31-2246 花水班長

22-1790 大野東部班長
32-7688 大野西部活長

32-1956 童図班長

55-06出神田班長
55-0486 世島班長

31-4435 金田班長
58-020F 金目班長

土屋班長
吉沢波長

31-3614 1占波長
岡崎班長

21-3480 信用金嘩班長
市役所班長

市数量班長

所住民名

盤俳句....r"，枯しJ rc撃と胸てわ主込者!I lp耳~f:r.~

輔額融 r~-e::雑詠J 遼岩石川 j義広氏
関JII醜 F拡輝」還者主主a古馬E¥;

輯応募::15;;ま .5年 lsl15臼までに平塚反酔';9む E

平塚市教笥委員会社会教育課へ@

名種目むとに、官製はがきにZ裁のこと.

瞳爽格"町内在住、在室官、在字者で犯守¢援合は才名

を書き告書えるζと。 m句は 1人 11ミJずつ、!:c曹は 1

人2首以内、!I慨は lA3匂以内。

盟発盤 2月広報ひらつか桁上?と発表。



的
rwJ
十品
f

凶
は
欣
引
火
呪
予
防
川
町
到
に
1
引
き
つ
つ
主
丁
一
川
一
一
ト
日
げ
か
ら
大
み
で
か
ま
で
、
歳
末

火
災
科
刑
事
山
に
は
い
る
。
問
問
中
、
竹
内
引
け
向
い
問
問
中
↑
町
τ十
、
木
田
と
科
山
川
町
析
に
一
一
品
川
リ
τ限

な
山
川
強
、
科
分
川
む
と
に
h
d
i
!へ
の
竹
阿
川
け
一
に
山
一
日
山
地
川
持
政
、
内
火
山
山
肌
の
柑
誌
に
一
汀
令
記

加
す
あ

ζ
さ
匂
に
、
火
災
が
り
引
命
中
一
日
刊
引
〈
防
火
、
心
得
冗
か
椛

vh川
崎
去
、
山
対
の
協
力
か
一
吋
び

向山口
C
い
る
。

江
揚
中
学
広
一
一

つ
の
県
知
事
賞

新
閣
と
学
生
斜
学
で

江
間
隔
中
務
部
(
艶
七
十
一
培
)
刊
川
、
第

喜l
輯コ-ス 市庁舎京自Ii高89時集合競輪塙

道室和学圏l 僕諜研究所一日溝大学 ζE霊童〉一

大神清捕作躍場一消防副!鞭場一一県留水道寒111
?大源一馬入エ襲邸地一市役所前仁解散〉

盟応 募 市内麿伎の満 20才以上の人間人

まで

盟申 込 1月初日室長引己位揮ハガキ{こ、性

新氏名、電話在明記、室長た包体での申し込み

ます。

用 無料ぜただし=密円の護食代必空会

Fぶ争?:光.zf三塚治浅間出r6干昏 1{; 'i三塚市役所1ム殺 1烈へ



平
理
的
献
の
輯
鞠
鞭
奇
出
詩
。
雨
の
中
を
か
さ
さ
む
で
、
ブ
リ
ッ
ジ
に
も
人
が
い
ヲ
ぽ
い
@

文
化
セ
ン
タ

i
に
、
来
年
四
月
は
お
ひ
ろ
め

る

入
支
出
事
務
の
執
行
の
一
部
に
不
舗

が
あ
っ
た
。
同
級
等
を
!
?
分
枯
討
し

今
後
に
封
処
さ
れ
た
い
(
道
路
謀
)

③
住
鼎
経
用
料
の
収
納
に
ワ
い
て
は

滞
納
の
な
い
よ
う
い
っ
そ
う
の
努
力

を
さ
れ
た
い
・
支
対
等
一
務
局
一
部
に

不
備
が
あ
っ
た
ほ
か
、
催
楢
山
制
等
に

お
い
て
は
、
規
則
ψ
検
討
苦
ふ
れ
た
い

(
建
築
謀
)
@
問
中
品
事
務
の
一
部
に

道
路
積
地
四
月
一
収
関

く〉志賀高原スキ}場

く〉講習参加費6.300円

。申し込み舷体育課か市内ス

ボーツ庖へET E L 31-3060) 
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B 蜘聞隣町J恥

川
昨
年
、
場
括
的
に
は
や
っ
た
青
中
島
悼
の
議
主
夜
間
な
滋
ぴ
〈
シ
ン
ナ
ー
・
ポ
ン
ド
の
乱
用
と
ζ
れ

川
に
よ
る
議
な
行
為
〉
は
、

ζ
tに
は
い
っ
て
棋
少
す
る
ど
こ
ろ
か
宇
芋
猛
威
主
訳
、

州
市
内
で
は
、
こ

#
Uの
十
月
末
ま
で
に
昨
年
由
一
一
恵
一
の
庖
五
十
七
人
の
青
少
年
者
捕
時
、
〕
人
が
死

川
亡
?
る
と
い
う
一
事
故
私
記
長
元
。
い
ま
、
県
と
市
が
一
体
と
な
っ
て
、
各
家
庭
同
で
の
摺
捕
の
徹

川
底
、
関
係
業
者
に
協
力
を
要
請
す
る
ほ
か
、
街
頭
指
噂
の
宛
実
、
事
按
の
指
揮
に
も
八
甲
f

カ
を
つ
く
そ

山
う
と
、
全
軍
港
L
協
力
を
呼
び
か
校
て
い
る
。

京
市
で
シ
ン
ナ
ー
、
ポ
ン
ド
な
ど
白
一
マ
去
の
注
葱
と
は
:

誤
っ
た
使
用
に
よ
っ
て
補
導
さ
れ
た
背

中
止
ゅ
は
一
月
か
ら
十
月
来
ま
で
に
首
五

斗
七
人
、
}
人
が
宛
亡
し
昨
出
仲
間
期
D

約
一
一
借
と
な
っ
て
い
る
。

国
間
近
特
に
、
シ
ン
ナ
ー
、
ポ
ン
ド
の

ス
タ
ー
、
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明

議
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沼
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問
時
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問
時
開
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時
間
宮
崎
明
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即
時
議
官
接
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間
均
一
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時
島
問
問
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雲
間
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帯主主謀は、先月記号iきつづいて事童 書

痘を12月22臼まで巡留して行なうが i 
今月号で昭和45年前期(1~6 Fl)の・ 1

予防接種カレジダ』在発表した。 i
第 1弾は、 yベJもクJ1:ノ反応検査 i 

で、次いで三種混合く百Bぜ云・ジ i
フテD干・ G麗しよう風〉を 2月，...... E
4月まで、育児相吉弘 IJ¥児まひ生!7 ; 

クチシ、種痘、日本脳炎であるd : 

この白程主、舟後毎月I'J広報紙で i
も重ねてお知らせするほ官、毎日の i 
広報無錦、年寄融で予告する。対象者 i 
lふもれなく接種してほしい i
輯必携・予防接種には「予防接種 i 

そ炉端」在、育児相談こは「母子手 i 

帳』…なく i 
輯対議・〈第 1 綴:陪時日44 ・ 3 ・ J~ ! 
44" 8..31臼までに主主まれた字。f第 i 
2錦〉昭策138・4・2日~昭和39・4 ~ 
・18までに生まれた子仁来年4 i 
F守¢戸学jむ i 

輔時間・ 13時30分~15時まで.. $ 
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在
与
え

で
は
あ
O
穏
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庄
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摘
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と
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、
ア
ミ
ザ
ゲ
れ
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つ
い
て
い
る
い
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リ
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噂
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一
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み
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丘
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気
の
た
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ポ
が
あ
げ
ら
れ
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い
い
し
自
信
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つ
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う
に
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、
努
え
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り
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っ
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い
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邸
藷
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時
あ
る
得
意
義
科
は

あ
げ
な
い
ほ
フ
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よ
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「
儲
鑓
姻
領
警
の
と
苦
先
に
や
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と
い
う
貼
ず
か
し
す
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が
る
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そ
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主

主
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合
ゃ
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興
齢
畠
J
明
科
に
少
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時
間
U

ぜ
か

な
い
子
も
い
る
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恥
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翻
副
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努
け
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ら
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よ
〈
で
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か
い
た
緩
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る
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主
入
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ど
も
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、
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つ
て
タ
一
一
フ
ス
全
員
の
る
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同
の
小
さ
い
明
等
感
を
も
っ

前
で
芯
援
晶
ず
か
し
い
思
い
を
す
て
い
る
子
ど
も
に
は
弱
果
的
と
思

る
と
三
度
と
告
敗
し
?
と
な
い
と
う
。
@
な
る
べ
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の
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奮

い
う
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と
か
ら
手
在
あ
ぼ
ょ
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と
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再
蛍
ず
る
.
「
子
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も
の
く
せ

し
な
く
な
る
E

ま
た
務
か
膿
レ
♂
旬
、
に
な
ま
い
き
な
こ
と
主
語
う
」
と

い
つ
も
し
か
り
な
が
ら
教
γ

え
た
子
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
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や
ま
つ

り
場
合
に
も
宇
を
あ
げ
な
い
子
が
?
ご
と
の
内
容
で
あ
っ
て
も
、
子

い

る

。

ど

も

の

発

古

老

仰

問

視

し

な

い

で

、

「
こ
ん
な
に
や
さ
じ
い
こ
と
が
聞
い
て
や
り
、
そ
の
発
逗
を
草
重

わ
か
り
な
い
の
か
」
「
も
つ
忘
れ
す
る
よ
う
に
す
る
・
い
わ
ゆ
る
続

て
し
ま
っ
て
い
る
」
と
か
い
づ
も
が
よ
い
相
聞
き
て
に
h

チ
也
こ
と
、
な

し
か
っ
た
り
、
軽
議
し
た
り
志
し
て
ど
が
肝
要
た
と
思
ヲ
。

子
戸
五
Fd離
し
く
教
え
て
い
る
と

担
当
打
田
南
総

子
ど
も
自
身
、
自
信
幸
歩
、
L
労

みんなの競い交通安全

歩行者は1ELい機鱗を

溺転著者は歩行者の保護を
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